
平成３０年度「命の大切さを学ぶ教室」の開催のお願い

～ 次世代を担う中学生・高校生等を対象にした被害者遺族の講演 ～

１ 開催目的 ６ 講師紹介

被害者遺族が直接語りかけることで、 ◇ 交通事故被害者遺族

■ 被害者が犯罪等から受けた様々な痛み、家族の絆、 公益社団法人みえ犯罪被害者総合支援センター顧問

命の大切さ、被害者も加害者も出さない社会を望む 「いのちの言葉プロジェクト」代表

被害者の思い等への理解を求める。 【プロフィール】

■ 被害者への配慮や被害者支援に協力する意識を涵 平成９年４月に、当時１６歳の高校２年生の息子が、帰宅

養する。 途中の横断歩道で交通事故に遭い死亡したことをきっかけに

■ 規範意識の向上を図る。 命の尊さについて訴える全国的事業「生命のメッセージ展」

を三重県内で初めて開催した。また、平成２５年からは「い

２ 教室の概要 のちの言葉プロジェクト」を自ら主催し、県内の大学生と共

① 実施時間…１時限（約５０分）程度 に命の尊さを訴える活動を行っているほか、三重県等の主催

② 実施内容 行事において講演活動を行っている。

◇ 犯罪被害者遺族等による講演

◇ 公益社団法人みえ犯罪被害者総合支援センター

職員による講話

◇ アンケートの実施

◇ 全国作文コンクール応募作品の募集 等

３ 開催状況

◇22年度…７回（高校１校、中学６校）

◇23年度…９回（高校１校、中学９校）

◇24年度…16回（大学２校、高校３校、中学11校）

◇25年度…16回（大学１校、高校等10校、中学６校）

◇26年度…19回（大学等３校、高校11校、中学６校）

◇27年度…16回（大学３校、高校５校、中学等８校）

◇28年度…10回（大学２校、高校３校、中学５校）

◇29年度…12回（大学１校、高校８校、中学３校）

４ 平成29年度のアンケート結果 ◇ 少年事件被害者遺族

（アンケート回答者：５１２２人） 少年犯罪被害当事者の会代表

◇「被害者や遺族の人たちは大変な思いをしている 【プロフィール】

と思った」 ９９．６％ 平成８年11月、当時高校１年生だった長男を文化祭に来た

◇「事件や事故を起こしてはならないと思った」 他校の生徒による集団暴力により亡くす。平成９年に同じよ

９９．５％ うな境遇の家族と共に「少年犯罪被害当事者の会」を結成し、

◇「命を大切にしなければならないと思った」 子供達を被害者にも加害者にもしない社会づくりを目的に、

９９．２％ 活動を行っている。

◇「犯罪の被害に遭った人たちの支援は必要だと思

った」 ９８．２％

【アンケート自由感想】

○ 自分の命、他人の命を大切にしないといけない

と改めて思いました。

○ 被害に遭った人たちは、大変辛い思いをしてい

るということを考える機会になりました。

○ 犯罪は多くの人を悲しませると思いました。

５ ３０年度開催校の募集について

三重県警察では、公益社団法人みえ犯罪被害者総

合支援センターとの共催で、「命の大切さを学ぶ教

室」を実施するため、開催校を募集します。 【本件担当】

まずは、被害者支援室までお問い合わせください。 〒514-8514

三重県津市栄町１丁目１００番地

※全国作文コンクール応募結果※ 三重県警察本部警務部広聴広報課被害者支援室

警察庁主催の平成２９年度全国作文コンクールにお ℡059-222-0110(内線2921、2924)

いて、県立神戸高校２年生の方及び四日市市立南中学 （共催）

校３年生の方の作文が、それぞれ警察庁犯罪被害者支 〒514-0004

援室長賞を受賞しました。 三重県津市栄町１丁目８９１番地

公益社団法人 みえ犯罪被害者総合支援センター

℡059-213-8211

【講話骨子】

○ 事故発生時の状況、母親の想い、息子を失い

遺された家族の実態

○ 事故現場に信号機がついたことを高校の生徒

が「命のかわりの信号機」としてビデオテープにま

とめてくれたことが立ち直りのきっかけとなる。

○ 母親として、命の大切さを広める活動を自分の

使命として、学生の手による県内初の「生命のメッ

セージ展」を開催し、携わった学生が「社会のルー

ルを守っていたらみんな生きていた命なんだ」と理

解していくまでの過程

○ 自分の命も、他人の命も大切にする。多くの人

の支えで、今の自分があることを知って欲しい。

【講話骨子】

○ 事件発生から現在までの家族の状況、残された家

族の想い。

○ 「被害者も悪かったのではないか。」といった偏見

に傷ついた。誰にも殺されてよい理由はない。

○ 困ったとき、誰かに助けを求めて欲しい。そうすれ

ば救える命がある。周りの大人は完璧ではないけれ

ど、どこかに必ず一生懸命、考えてくれる人がいる。


